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▼

祝成人式
　この数字は、今年、御宿町で成人式を迎えた方の数
です。男性 39名、女性 23名が、大人としての自覚を
新たに、新成人としての第一歩を踏み出しました。
　昨年は 87名、一昨年は 92名と少子化により、成人
を迎える人数は年々減少傾向にあります。そのような
中でも、近年では、新成人たちが実行委員会を立ち上
げ、創意工夫により、少子化を感じさせない充実した
式典を行っています。
　1月12日に公民館で開かれた成人式では、新成人
代表の吉野渉さんと渡邉愛美さんから「大人として
の自覚をしっかり持ち、立派な社会人を目指していき
たいと思います。そして、一人ひとり道は違いますが、
それぞれの夢に向かって邁進して参りたいと思いま
す。」と抱負の言葉があり、参加者全員で成人の門出
を祝いました。
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現
行
の
行
政
改
革
大
綱
は
、平

成
19
年
度
が
計
画
の
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
や
組
織

体
制
の
見
直
し
、定
員
管
理
計
画

の
推
進
な
ど
、基
本
方
針
の
「
開

か
れ
た
行
政
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」、「
行
政
運
営
の
効
率
化
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」、「
健

全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
」に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
行
政
改
革
大
綱
を

基
に
作
成
し
た
、集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
お
け
る
平
成
18
年
度
ま
で
の

財
政
的
な
効
果
額
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

■
第
４
次
行
政
改
革
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

御
宿
町
は
、恵
ま
れ
た
自
然
環

境
や
歴
史
・
文
化
な
ど
、過
去
か

ら
継
承
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
素
材

を
大
切
に
し
な
が
ら
、ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

社
会
情
勢
や
価
値
観
の
変
化
に
適

応
し
た
新
た
な
地
域
の
活
性
化
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、現
在
の
36
％
を
超
え
る

■
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
の

基
本
方
針
に
つ
い
て

高
齢
化
率
は
今
後
も
伸
び
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、社
会

基
盤
整
備
、環
境
・
景
観
の
保
全

な
ど
、厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
、町

が
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
、地
方

分
権
時
代
に
相
応
し
い
、自
立
し

た
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
に
、

平
成
20
年
度
か
ら
次
の
３
項
目
を

基
本
方
針
と
す
る
、第
５
次
行
政

改
革
大
綱
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

①
的
確
な
住
民
要
望
の
把
握
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

引
き
続
き
、個
人
情
報
保
護
に

配
慮
し
な
が
ら
情
報
公
開
を
進
め

る
と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
活

用
し
、幅
広
い
住
民
層
の
要
望
、意

見
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、行
政

の
透
明
性
と
信
頼
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、行
政
の
役
割
を
検
証
し

た
な
か
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
の
連
携
強
化
や
民
間
が

担
う
こ
と
が
適
し
た
事
務
事
業
の

委
託
へ
の
移
行
な
ど
、多
様
な
主

体
が
地
域
の
公
共
を
担
い
、運
営

す
る
自
治
体
を
目
指
し
ま
す
。

将
来
に
責
任
が
持
て
る
自
立
し
た

将
来
に
責
任
が
持
て
る
自
立
し
た

行
財
政
運
営
を
目
指
し
て

行
財
政
運
営
を
目
指
し
て

行政改革の取り組み状況

町では、少子・高齢社会の到来や地方分権の進展など、町では、少子・高齢社会の到来や地方分権の進展など、
行政を取り巻く環境の変化に的確に対応し、住民要望行政を取り巻く環境の変化に的確に対応し、住民要望
に即した行政運営を行うため、「行政改革大綱」の見直に即した行政運営を行うため、「行政改革大綱」の見直
しを３年ごとに行っています。しを３年ごとに行っています。
また、改革の目標、効果をわかりやすく説明するため、また、改革の目標、効果をわかりやすく説明するため、

財政効果などの目標を数値で表した「集中改革プラン」財政効果などの目標を数値で表した「集中改革プラン」
（平成17年度から平成21年度まで）も行政改革大綱（平成17年度から平成21年度まで）も行政改革大綱
を基に作成しています。を基に作成しています。
今回はその進捗状況と、新たなステップに向けた計今回はその進捗状況と、新たなステップに向けた計

画等について報告します。画等について報告します。

▲
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第
５
次
行
政
改
革
大
綱
の
計
画

期
間
は
、平
成
20
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
ま
で
の
３
ヶ
年
で
す
。

今
後
、取
り
組
み
の
具
体
的
な

目
標
と
し
て
の
実
施
計
画
を
作
成

し
、行
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心

に
計
画
の
実
施
状
況
を
管
理
し
て

い
き
ま
す
。ま
た
、進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、行
政
改
革
推
進
住
民
懇

談
会
の
実
施
や
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
表
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
行
政
改
革
の
推
進
方
針

②
人
員
削
減
へ
の
対
応
と

　
　

効
率
的
な
行
政
運
営
の
確
立

　
「
町
定
員
適
正
化
計
画
」
で
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
間
に
、
職
員
10
名
の
削
減
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

人
員
で
、
様
々
な
行
政
課
題
に
迅

速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
よ

り
柔
軟
で
機
動
力
の
あ
る
組
織
体

制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
の
有
効
性
、

必
要
性
の
評
価
や
公
共
施
設
へ
の

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

③
財
政
の
健
全
化
の
推
進

　

安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保
の

た
め
、
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
発
想
の
転
換
な
ど

に
よ
り
新
た
な
財
源
の
創
出
に
努

め
る
と
と
も
に
、
事
業
全
般
に
わ

た
り
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し

を
行
い
、
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し

た
な
か
で
事
業
の
執
行
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
時
代
に
即

し
た
事
業
へ
の
交
付
税
措
置
な
ど
、

新
た
な
国
、
県
の
制
度
を
積
極
的

か
つ
有
効
に
活
用
し
、
財
政
の
健
全

化
と
地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
の
実
施

計
画
に
つ
い
て
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
役
場
総
務
課
窓
口
で

計
画
案
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡（
６
８
）２
５
１
１

■
実
施
計
画
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

▲町民の皆さんの意見を伺い、協働のまちづくりを目指します
（1月 17日に行われた行政改革推進住民懇談会）

（別表） 御宿町集中改革プラン進捗状況 集中改革プランは、平成17年度から平成 21年度を計画年次としています。
平成18年度までの財政運営における効果は次のとおりです。

項　　目 効果額（千円）
（平成17年度～18年度） 目　　標　　額　（千円） 進　捗　率

（％）

収　入

　町税の徴収対策強化 8 , 2 0 0  H17～ H21 2 5 , 0 0 0  3 2 . 8  
　内Ｈ17～Ｈ18 1 0 , 0 0 0  8 2 . 0  

　町有財産の売り払い等 5 6 , 0 0 0  H17～ H21 6 2 , 0 0 0  9 0 . 3  
　内Ｈ17～Ｈ18 5 0 , 0 0 0  1 1 2 . 0  

　使用料・手数料の見直し 9 , 1 0 0  H17～ H21 2 6 , 0 0 0  3 5 . 0  
　内Ｈ17～Ｈ18 9 , 0 0 0  1 0 1 . 1  

小　　計 7 3 , 3 0 0  H17～ H21 1 1 3 , 0 0 0  6 4 . 9  
　内Ｈ17～Ｈ18 6 9 , 0 0 0  1 0 6 . 2  

歳　出

　定員適正化計画の推進と人件費の抑制 7 8 , 4 0 0  H17～ H21 1 9 0 , 0 0 0  4 1 . 3  
　内Ｈ17～Ｈ18 5 2 , 3 0 0  1 4 9 . 9  

　組織体制の見直し 1 4 , 5 0 0  H17～ H21 6 1 , 0 0 0  2 3 . 8  
　内Ｈ17～Ｈ18 1 0 , 0 0 0  1 4 5 . 0  

　施設維持等の見直し 1 2 , 1 0 0  H17～ H21 3 7 , 0 0 0  3 2 . 7  
　内Ｈ17～Ｈ18 1 3 , 0 0 0  9 3 . 1  

　補助金の整理合理化 1 8 , 1 0 0  H17～ H21 6 1 , 0 0 0  2 9 . 7  
　内Ｈ17～Ｈ18 1 8 , 0 0 0  1 0 0 . 6  

　内部管理費の見直し 1 5 , 6 0 0  H17～ H21 5 8 , 0 0 0  2 6 . 9  
　内Ｈ17～Ｈ18 8 , 0 0 0  1 9 5 . 0  

　その他事務事業の合理化 1 2 , 0 0 0  H17～ H21 4 0 , 0 0 0  3 0 . 0  
　内Ｈ17～Ｈ18 1 2 , 0 0 0  1 0 0 . 0  

　投資的経費の見直し 2 6 , 0 0 0  H17～ H21 5 2 , 0 0 0  5 0 . 0  
　内Ｈ17～Ｈ18 2 6 , 0 0 0  1 0 0 . 0  

小　　計 1 7 6 , 7 0 0  H17～ H21 4 9 9 , 0 0 0  3 5 . 4  
　内Ｈ17～Ｈ18 1 3 9 , 3 0 0  1 2 6 . 8  

合　　　計 2 5 0 , 0 0 0  H17～ H21 6 1 2 , 0 0 0  4 0 . 8  
　内Ｈ17～Ｈ18 2 0 8 , 3 0 0  1 2 0 . 0  
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御宿町人事行政の運営等の状況
御宿町職員の給与や定員管理の状況について、広く町民の方にご覧いただき、より公平で透明性

のあるものとしていくため、次のとおり公表します。

Ⅰ　職員の勤務時間その他勤務条件の状況
1. 勤務時間の状況について
開始時刻 終了時刻 休 憩 休 息
8:30 17:30 12:00～13:00 ―

Ⅱ　職員の分限及び懲戒の状況
1. 職員の分限処分の状況について
降　任 免　職 休　職 降　級
0 0 0 0

戒　告 減　給 停　職 免　職
0 0 0 0

2. 職員の懲戒処分の状況について

Ⅲ　職員の服務の状況
1. 年次有給休暇の状況について（平成 18年）

平均取得日数 消　化　率
8.99日 22.5%

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業

取得者数
男性職員 0 0 0
女性職員 1 0 0
計 1 0 0

2. 育児休業及び部分休業の状況について（平成18年度）

Ⅳ　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
1. 職員の研修
御宿町では、御宿町職員人材育成基本方針に沿って、毎年度計

画的に研修所での研修や福祉施設での短期職場研修を行っています。
また、上級職員による内部研修を平成 17年度から行っており、自己
の学習意識の高揚、内部での知識の共有を図っています。

区　　分 課程数 修了職員数
研修所での
研修

職責や経験別によるもの 3 8人
業務別のもの 6 7人

外部研修 福祉施設 2箇所 2人

内部研修
業務別のもの 3 43人
職場体験 1箇所 9人

Ⅴ　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）職員互助会
　主に職員の福利厚生を充実させるため、職員互助会で各種
事業を行っています。
　・職員冠婚葬祭費助成　　・視察研修
　・予防接種費助成　　　　・奉仕作業　など

歳入
決算額

会員掛金 3,463,934円

歳出
決算額

冠婚葬祭助成金 538,000円
町補助金 0円 視察研修費 1,110,000円
諸 収 入 1,654,861円 予防接種費助成金 89,000円
計 5,118,795円 その他 813,679円

計 2,550,679円

（2）健康管理
　全職員に対し、労働安全衛生法に基づく定期健康診断と

　その結果を基に保健師による保健指導を行い、職員の健康
　状態の把握と疾病の早期発見に努めています。
　平成 18 年度の定期健康診断受診者数　　86 人

Ⅵ　勤務条件に関する措置の要求の状況
「該当案件なし」
Ⅶ　不利益処分に関する不服申し立ての状況
「該当案件なし」

御宿町の給与・定員管理等について

1　総　括
（1） 人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
（18年度末）

歳出額
（A）

実質収支 人件費
（B）

人件費率
（B/A）

18
年度

　人
8,079 

　千円
5,327,478

　千円
305,575

　千円
822,182

　％
15.4

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（A）

給　　与　　費 一人当たり
給与費 
B/A給　 料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

18
年度

　人
105 

　千円
362,774

　千円
28,469

　千円
145,874

　千円
537,117

　千円
5,115

（注） 1　職員手当には退職手当を含まない。
 2　職員数は、平成19年 4月1日現在の人数である。
（3） ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（4） 給与改定の状況
①月例給

区分
人事委員会の勧告 給与

改定率民間給与
（A）

公務員給与
（B）

較差
（A-B）

勧告
（改定率）

19
年度

　円
424,613

　円
424,141

　472円
（0.11％）

　％
0.11

　％
－

（参考）
国の
改定率

　％
0.35

（注）「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告におい
て公民の 4月分の給与額をラスパイレス比較した平均
給与月額である。

②特別給

区分
人事委員会の勧告

年間
支給
月数

民間の
支給割合
（A）

公務員の
支給月数
（B）

較差
（A-B）

勧告
（改定月数）

19
年度

　月
4.48

　月
4.45

　月
0.03

　月
0.05

　月
－

（参考）
国の年間
支給月数

　月
4.5

※「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別
給の年間支給割合、「公務員の支給月数」は期末手当及び勤
勉手当の支給月数である。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

(H14)
95.1

(H14)
96.0

(H19)
93.9

(H19)
90.0

85

90

95

100

御宿町 全国町村平均

2. 勤務成績の評定の状況
全職員を対象に、6月 1日、12 月 1 日を基準日として勤務成績の
定期評価を行い、勤勉手当への反映を行っています。

職員互助会の平成18年度決算
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御宿町人事行政の運営等の状況
2　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の

状況（平成19年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額

平均給与月額
（国ベース）

御宿町 42.2歳 317,473円 347,634円 335,602円
千葉県 44.8歳 363,300円 447,978円 412,256円
国 40.7歳 325,724円 ― 383,541円

①一般行政職

区　分
公　務　員

平均年
齢 職員数 平均給料

月額
平均給与月額
（A）

平均給与月額
（国ベース）

御宿町 49.6歳 12人 263,083円 284,566円 276,083円
うち、運転手 49.9歳 3人 285,633円 329,899円 305,966円
うち、清掃作業員 47.5歳 5人 256,400円 275,480円 269,480円
うち、給食調理員 51.8歳 4人 254,525円 255,892円 255,892円
国 48.8歳 5,193人 287,094円 － 320,514円

②技能労務職

区　分
民　　　間

対応する民間の
類似職種

平均
年齢

平均給与
月額（B）Ａ/Ｂ

御宿町 － － － －
うち、運転手 自家用乗用自動車運転手 48.1歳 331,300円 1.00
うち、清掃作業員 廃棄物処理場従業員 43.3歳 299,800円 0.92
うち、給食調理員 調理師 43.1歳 282,300円 0.91 
国 － － － －

区　分
参　　考

年収ベース（試算値）の比較
公務員（Ｃ） 民　間（Ｄ） Ｃ／Ｄ

御宿町 － － － 
うち、運転手 5,320,747円 4,291,400円 1.24
うち、清掃作業員 4,346,554円 4,192,600円 1.04
うち、給食調理員 4,190,101円 3,953,000円 1.06

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されている
データを使用している。（平成 16 年～ 18 年の 3ヵ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内
容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではない。
※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D）」のデータは、それぞ
れ平均給与月額を 12 倍にしたものに、公務員においては前年度
に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された
年間賞与の額を加えた試算値である。

（注）1　「平均給料月額」とは、平成 19 年 4 月 1 日現在における各
職種ごとの職員の基本給の平均である。

　　2　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手
当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべて
の諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実
態調査において明らかにされているものである。また、
「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月
額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれ
ていないことから、比較のため国家公務員と同じベース
で再計算したものである。

（2） 職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）
区　　分 御宿町 千葉県 国

一般行政職 大　学　卒
170,200円 176,800円 170,200円 

高　校　卒 138,400円 142,800円 138,400円
技能労務職 高　校　卒 138,400円 142,800円 135,600円

（3） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成19年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年～15年 経験年数15年～20年 経験年数20年～25年

一　般
行政職

大学卒 272,291円 318,333円 356,150円 
高校卒 － 242,100円 304,700円

技　能
労務職

大学卒 － － 216,600円
高校卒 － － －

3　一般行政職の級別職員数等の状況
（1） 一般行政職の級別職員数の状況（平成19年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主 事 補 1人 1.6%

２級 主 　 事 16人 25.8%

３級 主 任 主 事 9人 14.5%

４級 係 　 　 長 7人 11.3%

５級 主 　 　 査 9人 14.5%

６級 課長補佐・班長・公民館長 11人 17.8%

７級 課長及び主幹・議会事務局長 9人 14.5%

（注）1 御宿町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
数である。

　　 2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表
的な職務である。

4　職員の手当の状況
（1） 期末手当・勤勉手当

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況
全職員について、毎年6月1日及び 12月1日を基準日とする勤

務実績をそれぞれ 6月の勤勉手当、12月の勤勉手当に反映させて
います。

御宿町 国
１人当たり平均支給額

（18年度）
 1,389千円

―

（18年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
3月分　　　1.45 月分

（18年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
3月分　　　1.45月分

　　1.6月分　　 0.725月分
（下段は再任用職員に係る支給割合）

（加算措置の状況）
職務の級等による加算措置

（5～15％）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級等による加算措置
（5～20％）

（2） 昇給への勤務成績の反映状況
御宿町では人事考課による 5段階の勤務成績により昇給号数
（0号～8号）を決定し 4月 1日の昇給に反映させています。

6級

0%

10%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成19年の構成比

4級

1級41級4.7%7%

2級
2828.6%6%
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1111.1%1%

1717.5%5%

5級
7.9%

1717.5%5%

7級
1212.7%7%

1年前の構成比構成比
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1級4.7%
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28.6%

3級
11.1%

17.5%
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7.9%

17.5%
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12.7%
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1級
9.2%

2級2級
2626.2%2%
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1級11級1.6%6%
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2525.8%8%
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14.5%5%
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14.5%

6級
17.8%
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14.5%
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御宿町人事行政の運営等の状況
（2） 退職手当の支給率（平成19年4月1日現在）

御宿町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.00月分 27.30月分 勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分 勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例
（2～20%加算）
早期退職者優遇制度
（15～30%加算）

その他の加算措置 定年前早期退職特例
（2～20%加算）

１人当たり平均支給額 758千円 －

（注）1　給料の（　）内は、町長等の給料の特例に関する条例に基づく減額措
置を行う前の金額である。（平成18年度から30%減額）

　　 2　類似団体における最高/最低額は、減額措置等を行う前の金額である。
　　 3　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に

基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

6　職員数の状況
（1）部門別職員数の状況と主な増減理由　　 （各年4月1日現在）

（注） 1　職員数は一般職に属する職員数である。
 2　[　]内は、条例定数の合計である。

（3） 地域手当（平成19年4月1日現在）
支給していません。
（4） 特殊勤務手当（平成19年4月1日現在）
支給制度はありません。（平成18年度をもって廃止しました。）
（5） 時間外勤務手当
支給実績（18年度決算） 551千円
職員１人当たり平均支給年額（18年度決算） 5千円
支給実績（17年度決算） 995千円
職員１人当たり平均支給年額（17年度決算） 9千円
（6） その他の手当（平成19年4月1日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（18年度決算）

支給職員１
人当たり平
均支給年額
（18年度決算）

扶養
手当

配偶者13,000円
配偶者以外の扶養親族　2人まで1人
6,000円3人目から１人5,000円
16歳から22歳までの子1人5,000円加算
3人目以降の子に限り1,000円加算

異
国は子に限
らず3人目
以降の扶養
に1,000円
加算

9,359
千円 

89,133
円

住居
手当

●借家の場合（家賃12,000円を超える場合）
家賃の額に応じて支給（最高27,000円）
●持家の場合　
1,000円（新築後・購入後５年間4,300円）

異
国は持ち家
の場合支給
なし(新築・
購入後5年間
は2,500円）

2,167
千円

20,638
円

通勤
手当

●交通機関を利用する場合　　　　
運賃代45,000円までは全額支給それを越える
部分については、5,000円を限度に半額支給
●自動車等を利用する場合　
通勤距離に応じて2,000円～20,900円を支給

異
国は運賃
代最高額
55,000円

2,680
千円

25,524
円

管理職
手当

7級職　30,000円
7級相当職　14,000円
6級職及び保育所5級職　7,000円

異
国は職務の
級等に応じ
33,200円～
139,300円

4,852
千円

46,210
円

休日勤
務手当

休日等において正規の勤務時間中に勤
務を命ぜられた場合勤務１時間につき
勤務１時間あたりの給与額の135/100

同 1,881
千円

17,914
円

宿日直
手当 宿日直業務1回につき　4,200円 同 4,074

千円
38,800
円

5　特別職の報酬等の状況（平成19年4月1日現在）
区　　分 給　料　月　額　等

給　

料

町　　　長

副　町　長

532,000円
（760,000円）
426,300円
（609,000円）

（参考）類似団体における最高／最低額

876,000円／560,000円
728,000円／463,000円

報　

酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

270,000円
226,000円
215,000円 

370,000円／205,000円 
320,000円／165,000円 
300,000円／146,000円 

期
末
手
当

町　　　長
副　町　長 （19年度支給割合）4.4月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（19年度支給割合）3.25月分

退
職
手
当

市区町村長
副市町村長

（算定方式）　　　　　　（1期の手当額） （支給時期）
給料月額×45/100×在職月数　 11,491,200円　　任期毎
給料月額×25/100×在職月数    5,115,600円　　任期毎

備　　　考

（注）退職手当の 1人当たり平均支給額は、平成１8年度に退職した職員に支給
された平均額である。

区分
部門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成18年 平成19年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
農林水産
商 工
土 木
民 生
衛 生
国保・介護

2
23
9
4
4
6
24
13
4

2
23
9
5
3
6
22
16
4

0
0
0
1
－1
0
－2
3
0

事務配分の見直しによるもの
事務配分の見直しによるもの

事務配分の見直しによるもの
2名採用及び事務配分の見直しによるもの

計 89 90 1 〈参考〉
人口1,000人当たり職員数  11.1人

教育部門 13 13 0
消防部門

小　計 102 103 1 〈参考〉
人口1,000人当たり職員数  12.7人

公
営
企
業

会
計
部
門

水　道 3 3 0
小　計 3 3 0

合　　計 105
[115]

106
[115]

1 〈参考〉
人口1,000人当たり職員数  13.1人

（2）年齢別職員構成の状況（平成19年4月1日現在）

区
分

20歳
未満

20歳

～

23歳
24歳

～

27歳
28歳

～

31歳
32歳

～

35歳
36歳

～

39歳
40歳

～

43歳
44歳

～

47歳
48歳

～

51歳
52歳

～

55歳
56歳

～

59歳
60歳

～

以上
計

職
員
数

人
0

人
0

人
6

人
12

人
13

人
12

人
9

人
11

人
9

人
17

人
16

人
0

人
105

（3）定員管理の数値目標及び進捗状況
①平成17年 4月1日～平成22年 4月1日における定員管理の数値目標
平成17年4月１日
職員数

平成22年4月１日
職員数 純　減　数 純　減　率

人111 人101 人10 %9

（参考）御宿町における定員管理の数値目標（数・率）
計画期間

数値目標
始　期 終　期

平成17年4月１日 平成22年3月31日 10名純減

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年4月1日現在）

（注） 1　計画期間は、平成17年から22年である。
 2　（　　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
 3　増減は、各年の欄にあっては対前年度比の職員増減数を、計の欄

にあっては計画1年目以降現年までの職員増減数の累計を示す。

区分
部門

17年
計画始期

18年
1年目

19年
2年目

20年
3年目

21年
4年目

22年
5年目

18年～22年
計

参考
数値目標

一般
行政

職員数 92 85 86 － －
増　減 －7 1 － －

教育
職員数 13 13 13 － －
増　減 0 0 － －

消防
職員数 － － － － － － － －
増　減 － － － － － － －

公営企業
等会計

職員数 6 7 7 － －
増　減 1 0 － －

計
職員数 111 105 106 － 101
増　減 －6 1 －5（50％） －10

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

構成比

５年前の構
成比

%
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歳
未
満
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ー
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ー
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ー
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ー
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ー
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ー
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ー
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ー
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ー
59

60
歳
以
上
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人材育成 職員の能力開発に向けた
取り組み

社会情勢が著しく変化する中、魅力ある行政サービスを行っていくためには、職員の
多様な潜在能力を引き出し、その能力開発を積極的に行うことが、自治体経営能力の向
上につながると考えられます。
町では、職員を「活力あるまちづくりのための有用な資源」として捉え、各自の資質
や能力の向上を図るために、各種の取り組みを行っています。
今回は、高齢化が進む当町において、年々需要が高まる福祉施策に向け、福祉施設で
の職場研修を実施しましたので、報告します。

　

平
成
19
年
11
月
19
日
か
ら
30
日

ま
で
の
10
日
間
い
す
み
市
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ル
バ
ー
ガ
ー

デ
ン
で
福
祉
研
修
を
受
け
て
き
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ル

バ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
入
所
者
に

入
浴
・
排
泄
・
食
事
の
介
護
・
必

要
な
医
療
と
健
康
管
理
の
世
話
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
送
迎
し
て

き
た
利
用
者
に
入
浴
、
食
事
提
供
、

健
康
状
態
の
確
認
、
機
能
訓
練
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
習
で
は
、
声
か
け
、
ト
イ
レ

へ
の
誘
導
、
お
む
つ
交
換
、
ラ
ジ

オ
体
操
、
入
浴
後
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

食
事
の
介
助
、
機
能
訓
練
等
を
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
で
の
業
務
は
、
朝
の
申
し

送
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
個
人
記

録
か
ら
入
所
者
の
身
体
の
経
過
と

状
態
を
細
か
く
報
告
し
、
職
員
全

体
で
そ
の
情
報
を
共
有
し
ケ
ア
を

し
て
い
ま
す
。
職
員
全
員
が
共
通

認
識
を
持
っ
て
業
務
に
あ
た
る
こ

と
で
常
に
一
定
以
上
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
と
と
も
に
、
問
題

に
な
り
が
ち
な
事
故
な
ど
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
厳
し

く
大
変
な
も
の
で
し
た
。
利
用
者

が
安
心
で
き
る
介
護
は
お
互
い
の

信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
築
け
る

も
の
で
あ
り
、
い
つ
も
笑
顔
で
介

護
す
る
職
員
の
姿
は
、
福
祉
を
学

ぶ
上
で
の
手

本
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な

が
ら
、
利
用

者
の
人
数
に

対
し
て
、
職

員
の
人
数
は

非
常
に
少
な

く
、
介
護
の

現
場
に
は
多

く
の
課
題
が

あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し

た
。

　

御
宿
町
の
高
齢
化
率
は
現
在
県

下
一
位
で
今
後
、
認
知
症
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
も
増
加
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
新
た
な
課
題
へ

の
対
応
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

利
用
者
や
職
員
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
と
お
し
て
、
介
護
は
、
安

楽
・
安
全
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
、

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
行

動
す
る
こ
と
、
知
恵
と
工
夫
と
思

い
や
り
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で

感
じ
た
こ
と
見
た
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
知
恵
」「
工
夫
」「
思
い
や
り
」

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
心

椎　

木　

ゆ
う
子

人材育成
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の
出
来
事
Town Report

ま
ち

小さなサンタからの嬉しいプレゼント
御宿児童合唱団クリスマスコンサート

御宿児童合唱団は、12月15日と22日に特別養護老人ホームシルバーガーデンと外房
でクリスマスコンサートを行いました。子どもたちは、聖歌服やサンタの衣装でクリスマ
スソングを歌い、入所者の方々に笑顔のプレゼントを送りました。

サンタが家にやってきた！！
サンタクロース訪問事業

町青年団体連絡協議会では、12月24日のクリスマスイブに、
サンタクロースに扮したスタッフがご家庭を訪問し、子どもた
ちに夢を届けるサンタクロース訪問事業「サンタクロースが家
にやってきた」を行いました。
この事業は、事前にプレゼントを預かり、それをサンタクロー
スが子どもに直接手渡すもので、人気の事業です。
訪問した各家庭では、子どもたちと一緒に記念撮影をする

など、和やかな雰囲気のなかで楽しくプレゼントが配布されま
した。

平成１９年の締めくくり
渚の火祭り

大晦日には、21回目を迎える渚の火祭りが中央海岸
で行われました。
当日は、強風のため、大焚松への点火は行いません
でしたが、新年に向けた豊漁・豊作・家内安全・海の
安全を祈願するとともに、鏡割りが行われたオープニ
ングに続き、仕掛け花火が打ち上げられ、また、ステー
ジでは、海辺に響き渡る三味線の演奏や迫力ある鬼面
太鼓の演舞が行われ、来場者は、無料配布された甘酒
やお餅、樽酒で体を温めながら、新しい年に願いを込
め、平成19年を締めくくりました。
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冬の御宿の夜を幻想的に演出
イルミネーション点灯

御宿ウォーターパークから砂丘橋にかけて、毎年恒例となった
イルミネーションが設置され、御宿の夜を彩りました。設置期間
中の 12 月 1 日から 1月 6 日までは、たくさんの方が訪れ、約１万
個の電球で飾られたサンタクロースやピラミッドなど、水辺で幻
想的に輝く光の演出を楽しみました。

防火・防災への決意を新たに
町消防団の出初式が、1月 7日に須賀多目的広場で行われました。
当日は、たくさんの来賓が参列するなか、日ごろ訓練している
ポンプ操法や小隊訓練、分列行進などを披露したほか、長年にわ
たる消防活動への貢献をたたえ、消防団員へ表彰状が贈られまし
た。また、防災・防火ポスター展の表彰状授与も併せて行われ、
町内の小学校から選びぬかれた作品が表彰されました。

出
初
式
表
彰
者

◎
千
葉
県
知
事
功
労
章

　

第
７
分
団
分
団
長　

石
井　

博
之

◎
千
葉
県
知
事
精
勤
章

　

第
４
分
団
分
団
長　

神
定　

浩
明

　

第
10
分
団
分
団
長　

君
塚
三
喜
雄

◎
防
災
対
策
監
章

　

第
２
分
団
副
分
団
長

水
谷　

和
男

　

第
３
分
団
副
分
団
長

加
藤　

光
雄

　

第
７
分
団
副
分
団
長

　

水
上　
　

登

　

第
10
分
団
部
長　
　

新
井　

秀
夫

◎
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

　

第
８
分
団
分
団
長　

吉
野　

信
次

◎
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

　

第
１
分
団
分
団
長　

君
塚
桂
一
郎

　

第
10
分
団
副
分
団
長

榎
本　

成
弘

◎
千
葉
県
消
防
協
会

夷
隅
支
部
長
功
労
章

　

第
１
分
団
副
分
団
長

君
塚　

隆
雄

◎
千
葉
県
消
防
協
会

夷
隅
支
部
長
精
勤
章

　

第
４
分
団
部
長　
　

髙
梨　

久
志

　

第
６
分
団
部
長　
　

岩
瀬　
　

聡

　

第
８
分
団
部
長　
　

吉
野　
　

博

◎
御
宿
町
長
功
労
章

　

第
１
分
団
班
長　
　

松
本　

賢
一

　

第
２
分
団
班
長　
　

田
中　

真
二

　

第
３
分
団
班
長　
　

髙
山　

広
伸

　

第
４
分
団
班
長　
　

熊
井　

弘
勝

　

第
６
分
団
班
長　
　

嶋
田　
　

隆

　

第
７
分
団
班
長　
　

天
津　

真
一

　

第
８
分
団
班
長　
　

吉
野　

健
一

　

第
10
分
団
班
長　
　

佐
藤　

昭
夫

◎
御
宿
町
消
防
団
長
精
勤
章

　

第
１
分
団
班
長　
　

吉
田　

全
一

　

第
２
分
団
班
長　
　

藤
井　
　

務

　

第
３
分
団
班
長　
　

佐
藤　

賢
二

　

第
４
分
団
班
長　
　

神
定　

直
樹

　

第
７
分
団
班
長　
　

小
松　

俊
信

　

第
10
分
団
班
長　
　

高
梨　

康
弘

　

第
６
分
団
団
員　
　

皆
川　

賢
治

　

第
８
分
団
団
員　
　

吉
野　
　

昭

◎
御
宿
町
消
防
団
長
特
別
功
労
章

　
（
第
40
回
夷
隅
支
部

消
防
操
法
大
会
出
場
団
員
）

　

第
１
分
団
班
長　
　

松
本　

秀
樹

　

第
１
分
団
団
員　
　

田
仲　

信
之

　

第
１
分
団
団
員　
　

渡
邉　

純
一

　

第
１
分
団
団
員　
　

田
中
雄
一
郎

　

第
１
分
団
団
員　
　

永
野　

安
隆

　

第
８
分
団
班
長　
　

吉
野　

健
一

　

第
８
分
団
団
員　
　

君
塚　

大
弘

　

第
８
分
団
団
員　
　

吉
野　

昌
宏

　

第
８
分
団
団
員　
　

吉
野　

敏
明

防
災
・
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
表
彰
者

◎
御
宿
町
長
賞

　

御
宿
小
学
校
６
年　

神
定　

将
吾

◎
御
宿
町
消
防
団
長
賞

　

御
宿
小
学
校
２
年　

米
本
ひ
か
り

◎
御
宿
町
教
育
長
賞

　

御
宿
小
学
校
２
年　

小
松　

海
斗

◎
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
長
賞

　

御
宿
小
学
校
６
年　

米
本　

大
輝

◎
夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
長
賞

　

布
施
小
学
校
６
年　

渡
辺　

健
幸

◎（
社
）千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
長
賞

　

御
宿
小
学
校
２
年　

大
竹　

佑
佳

◎（
社
）千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

　

布
施
小
学
校
３
年　

吉
田　

裕
哉

（
敬
称
略
）

平成20年　御宿町消防団出初式平成20年　御宿町消防団出初式
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大
地
さ
ん
は
、中
学
生
の
酪

農
体
験
や
県
内
外
か
ら
の
研
修

の
受
け
入
れ
な
ど
、農
業
後
継

者
に
対
す
る
育
成
活
動
や
指
導

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
、御
宿
町
の

女
性
で
は
初
め
て
、千
葉
県
指

導
農
業
士
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
16
日
に
千
葉
県
知
事
か

ら
認
証
を
受
け
た
大
地
さ
ん
は
、

12
月
７
日
に
、
町
長
室
を
訪
問

し
、
井
上
町
長
に
認
証
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
農
業

振
興
に
向
け
、
指
導
農
業
士
と

し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

御
宿
町
で
は
女
性
初

上
布
施　

大　

地　

み
さ
お 

さ
ん

千
葉
県
指
導
農
業
士
に
認
証

地域福祉を支える相談役地域福祉を支える相談役
　12月 1日から各地区の民生委員児童委員・主任児童委員が新体制でスタートしました。
　福祉に対する要望が増大・多様化しているなか、住民の福祉相談や町福祉行政へのパイプ役と
して、大いに期待されています。 

◆御宿町民生委員児童委員
担当地区 氏　　名 電話番号

須　賀
佐　藤　日出夫 ６８－３２９８
式　田　　　薫 ６８－３４９１

浜
片　岡　正　信 ６８－２４４１
伊　藤　保　子 ６８－３３８７

高山田 井　上　宙　丈 ６８－５２８１

久　保
濱　井　良　太 ６８－２６５６
石　田　芳　子 ６８－４８７７
井　上　智惠美 ６８－３３７５

新　町
齊　藤　廣　惠 ６８－２３０９
小田島　明　男 ６８－３２０５
佐　藤　さち子 ６８－４１０９

六軒町
柳　　　弘　子 ６８－２２０８
石　井　登志子 ６８－３４６６

岩和田
水　野　とみ子 ６８－３５５５
髙　梨　　　孝 ６８－３０１２
渡　邉　和　子 ６８－３０９０

実　谷 浅　野　智　子 ６８－５１０９

上布施
本　吉　幸　子 ６８－２９０９
吉　野　久美子 ６８－５２０１

御宿台
立　石　明　子 ６８－７２４８
矢　作　明　子 ６８－８６７７

◆御宿町主任児童委員
氏　　名 電話番号

千　葉　理　代 ６８－５４９２
海老根　雅　恵 ６８－５６６７

退任された民生委員児童委員・主任児
童委員の皆さんへ
在任期間中は地域の福祉向上のためにご尽力いただ
きまして、ありがとうございました。心から厚くお礼申
し上げます。

■退任された民生委員児童委員
担当地区 氏　　名
浜 式　田　榮　子
高山田 鈴　木　スミエ

岩和田
森　川　　　武
大　野　みゆき

■退任された主任児童委員
氏　　名 髙　田　よし子

＜問い合わせ＞
御宿町役場保健福祉課　℡（６８）６７１６

（敬称略）
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中学生の「税についての作文」

長夷納税貯蓄組合　　
　　　連合会会長賞

私
は
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
私
が
知
っ
て
い
る
以
外

に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
税
金
が
あ

る
か
や
、
集
め
た
税
金
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な
ど

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。例

え
ば
消
費
税
は
、
買
っ
た
品

物
の
価
格
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
納

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
番
身

近
な
税
金
で
、
物
を
買
っ
た
人
す

べ
て
が
納
め
る
も
の
で
す
。
消
費

税
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
人
が
、

も
ち
ろ
ん
私
も
義
務
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
さ
い

頃
お
菓
子
を
買
っ
た
時
に
、「
消

費
税
な
ん
て
な
け
れ
ば
い
い
の

に
」、
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
考
え
て

み
る
と
、
私
の
払
っ
た
税
金
も
使

わ
れ
る
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

税
金
を
納
め
る
こ
と
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
の
だ
と
、
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
税
金
の
使
わ
れ
方
に

つ
い
て
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。
道

路
工
事
や
学
校
建
設
な
ど
の
公
共

物
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
の
方
な

ど
へ
の
福
祉
の
面
で
あ
っ
た
り
、

発
展
途
上
国
へ
の
支
援
で
あ
っ
た

り
、
小
・
中
学
生
が
使
っ
て
い
る

教
科
書
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
今
ま
で
私
た
ち
が
学
校
で

勉
強
で
き
て
い
た
の
も
「
納
税
」

と
い
う
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
、
改
め
て
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。そ

の
中
で
も
、
私
が
一
番
気
に

な
っ
た
の
は
、
発
展
途
上
国
へ
の

支
援
で
す
。
日
本
の
よ
う
な
先
進

国
に
生
れ
た
人
々
に
、
苦
し
み
は

わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も

手
助
け
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で

す
。
開
発
、
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
で
、
世
界
中
の
人
々
が
笑
顔
に

な
り
、
平
和
で
過
ご
せ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。
日
本
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
の
人
々
の
た
め
に
も

使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
私

の
小
さ
な
消
費
税
が
大
き
な
力
に

変
わ
る
こ
と
の
、
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
ま
す
。

そ
う
す
る
た
め
に
は
、
税
金
を

上
手
に
使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
日
本
国
憲
法
で
税
金

を
払
う
こ
と
は
「
国
民
の
義
務
」

と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
が
、
こ
の
義
務
を
果
た
し
、

多
く
の
人
々
が
平
等
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
使
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
税
金
は
納
め
る
だ

け
で
な
く
そ
れ
が
、
国
民
に
返
っ

て
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
一

人
一
人
が
し
っ
か
り
と
理
解
し
て

い
く
必
要
が
、
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
納
め
る
税
金
は
、

そ
ん
な
に
大
き
い
も
の
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
日
本

に
い
る
た
く
さ
ん
の
人
々
が
同
じ

よ
う
に
納
め
て
い
け
ば
、
と
っ
て

も
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
最
初
に
、
日
本
国
内

か
ら
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
い

き
、
世
界
中
の
発
展
途
上
国
な
ど

へ
、
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

少
し
で
も
税
金
を
納
め
る
こ
と
で
、

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
社
会

貢
献
へ
と
つ
な
が
り
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
が
ど
ん
な

に
す
ご
い
こ
と
で
す
ば
ら
し
い
こ

と
か
、
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
、
そ
の
よ
う
な
明
る
い
未
来
が

実
現
す
る
こ
と
を
、
望
み
、
た
く

さ
ん
の
人
に
伝
え
て
、
願
っ
て
い

き
た
い
と
、
思
い
ま
し
た
。

「
税
金
の
大
切
さ
」

御
宿
中
学
校
２
年　

松　

田　

理　

歩
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保健推進会だより保健推進会だより
　前回の保健推進会だよりでは、御宿町の子ども達の歯の現状についてお知らせしました。
　今回は、むし歯やおやつについてお知らせします。

むし歯のメカニズム・ ・ ・
　甘いものなどを食べると、口の中は酸性になり『脱灰（だっかい）』といって、歯が溶けるような状態になります。
　また、食後しばらくすると、だ液が口の中に残った食べ物を流したり、酸性になっている口の中を中性に変
えることによりむし歯を防ぎますが、だらだらと食べてばかりいると、歯が溶けやすい状態が長く続くため、
むし歯になりやすくなります。

☆おやつの時間をきちんと決めて、それ以外は口の中に何も入って
いない状態を保ちましょう。そして、食べ終わったら歯磨きやう
がいをして口の中をきれいにしましょう。

☆炭酸飲料やスポーツドリンクなどは、あまり甘さを感じませんが、
糖分をたくさん含んでいるので、用心しましょう。

No.2

平成19 年度　「いい歯の日川柳コンクール」　入選作品

夷隅郡市歯科医師会による「いい歯の日川柳コンクール」が行われました。今年度は入選作品
７点のうち、御宿町から２点の入選がありましたので、紹介します。

　　「よく噛んで　ちゃんとみがいて　白寿かな」 高田　和子さん

　　「残る歯の　数が話題の　老人会」 齊藤 武さん

おやつは
回数と

時間を決めて
食べよう！
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健康健康健康健康健康
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント 妊娠・乳児健康診査について
☆妊婦健康診査は、胎児の成長の状態や母体の健康をチェックするために定期的に行うものです。また
乳児健康診査は乳児の発育・発達をチェックするためのものです。気になることや自覚症状がなくて
もトラブルが隠れていることもありますので、必ず健診を受けるようにしましょう。

☆この健康診査は、母子手帳別冊 1の「医療機関委託妊婦健康診査受診票（2回分）」「医療機関委託乳
児一般健康診査受診票（2回分）」を用いて、委託医療機関で受けることができます。使用する際には、
必要事項を記入のうえ医療機関に提出してください。

お問合わせは・・・
御宿町役場　保健福祉課　TEL（６８）－６７１7

《健診時の服装》　　着脱しやすい服を選びましょう。妊婦健診では上下に分かれているもの、パンツよ
りスカートがよいでしょう。健康状態をわかりやすくするため、化粧は控えめにし
ましょう。

《健診時の持ち物》　母子健康手帳、診察券、健康保険証　等（乳児健診時はオムツの替えやタオル）

　健診を受けに行った際に、「先生に聞きたいことが聞けなかった」などということがないように、あら
かじめ聞きたいことを母子健康手帳に書き留めたり、メモを作成しておきましょう。

※他市町村から転入された方へ
　転入前の市町村から交付された妊婦・乳児健康診査受診票は使用できません。新たに御宿町で交付し
ますので、保健福祉課までご連絡ください。

子どものため、お母さん自身のために
も健診を受けるようにしてください。

【妊婦健康診査】
実施時期 検査内容 実施場所

23週まで → 4週に 1回
 ①子宮底・腹囲の測定 ②血圧・体重測定 ③尿検査 等
 ※妊娠週数や必要に応じて、その他の検査も行われます。

委託医療
機　　関24週から 35週まで → 2週に 1回

36週以後出産まで → 1週に 1回

【乳児健康診査】
実施時期 検査内容 実施場所

①生後 3～ 4か月
 ①身体測定　②内科健診　③乳児相談 等 委託医療

機　　関②生後 9～ 11か月
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く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
情
報
情
報
INFORMATION

千
葉
県
献
血

千
葉
県
献
血推

進
推
進
強
調
月
間

強
調
月
間

　

県
で
は
、
２
月
を「
献
血
推
進

強
調
月
間
」
に
定
め
、
献
血
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

毎
年
冬
は
、
体
調
不
良
な
ど
で

献
血
す
る
方
が
減
少
し
、
深
刻
な

血
液
不
足
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

県
内
６
カ
所
の
献
血
ル
ー
ム
と

県
内
各
地
を
巡
回
す
る
献
血
バ
ス

で
献
血
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
２
回
以
上
の
複
数
回

献
血
と
、
４
０
０
ml
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

℡
０
４
７（
４
５
７
）０
７
１
１

《
HP
》http://w

w
w
.chiba.

bc.jrc.or.jp

○
県
薬
務
課

℡
０
４
３（
２
２
３
）
２
６
１
４

《
HP
》http://w

w
w
.pref.chiba.

lg.jp/syozoku/c_yakum
u

　

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
を

対
象
と
し
た
、
無
料
の
相
談
会
で

す
。
建
築
士
に
よ
る
個
別
相
談
の

ほ
か
、
木
造
住
宅
の
耐
震
に
つ
い

て
の
知
識
も
学
べ
ま
す
。
各
申
し

込
み
先
へ
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
香
取
会
場

▼
日　

時

　

２
月
10
日（
日
）　

13
時
か
ら

▼
会　

場

　

東
庄
町
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
香
取
郡
東
庄
町
笹
川
い

４
７
１
３－

１
３
１
）

お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ

　

東
庄
町
ま
ち
づ
く
り
課

℡
０
４
７
８（
８
６
）
６
０
７
４

◎
山
武
会
場

▼
日　

時

　

２
月
16
日（
土
）　

10
時
か
ら

▼
会　

場

　

山
武
市
成
東
文
化
会
館

の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

（
JR
総
武
本
線
成
東
駅
か
ら

徒
歩
７
分
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

山
武
市
都
市
整
備
課

℡
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
１

◎
南
房
総
会
場

▼
日　

時

　

２
月
24
日（
日
）　

13
時
か
ら

▼
会　

場

　

南
房
総
市

　

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

　
（
JR
内
房
線
富
浦
駅
か
ら

徒
歩
15
分
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

南
房
総
市
管
理
課

℡
０
４
７
０（
３
３
）１
１
０
２

わ
が
家
の
耐
震
相
談
会

わ
が
家
の
耐
震
相
談
会

２
０
０
８

２
０
０
８

か
つ
う
ら
ビ
ッ
グ

か
つ
う
ら
ビ
ッ
グひ

な
祭
り

ひ
な
祭
り

　

開
催
期
間
中
は
、
メ
イ
ン
会
場

を
は
じ
め
市
内
各
所
に
２
万
体
以

上
の
ひ
な
人
形
が
設
置
さ
れ
る
ほ

か
、
子
ど
も
た
ち
が
稚
児
の
衣
装

で
統
一
し
た
ひ
な
行
列
や
踊
り
の

パ
レ
ー
ド
、
歩
行
者
天
国
、
各
種

出
店
芸
能
発
表
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日　

時

　

２
月
23
日
〜
３
月
３
日

▼
会　

場

市
民
会
館
、
地
区
公
民
館
、
遠

見
岬
神
社
、
覚
翁
寺
山
門
前
な

ど
市
内
各
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

勝
浦
市
観
光
商
工
課

℡
０
４
７
０（
７
３
）１
２
１
１
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評

傘
寿
の
手
拍
っ
て
日
の
射
す
四
方
拝

傘
寿
の
手
拍
っ
て
日
の
射
す
四
方
拝  

鶴
岡　

徳
治

鶴
岡　

徳
治

林
道
の
ほ
か
に
み
ち
な
し
虎
落
笛

林
道
の
ほ
か
に
み
ち
な
し
虎
落
笛  

岡
本　

俊
康

岡
本　

俊
康

冬
の
海
一
枚
と
い
ふ
重
た
さ
に

冬
の
海
一
枚
と
い
ふ
重
た
さ
に  

小
野　

玲
子

小
野　

玲
子

ざ
ん
ば
ら
の
菊
く
ゝ
ら
れ
て
な
ほ
香
る

ざ
ん
ば
ら
の
菊
く
ゝ
ら
れ
て
な
ほ
香
る  

嵯
峨　

通
恵

嵯
峨　

通
恵

気
か
が
り
な
こ
と
は
あ
れ
ど
も
薄
団
干
す

気
か
が
り
な
こ
と
は
あ
れ
ど
も
薄
団
干
す  

大
曽
根
利
枝

大
曽
根
利
枝

生
き
る
と
は
た
ゞ
ひ
た
す
ら
に
草
紅
葉

生
き
る
と
は
た
ゞ
ひ
た
す
ら
に
草
紅
葉  

押
元　

益
枝

押
元　

益
枝

駈
け
め
ぐ
る
秩
父
夜
祭
山
動
く

駈
け
め
ぐ
る
秩
父
夜
祭
山
動
く  

大
谷　
　

仲

大
谷　
　

仲

リ
ハ
ビ
リ
ー
に
堪
へ
つ
ゝ
す
ご
し
年
暮
る
ゝ

リ
ハ
ビ
リ
ー
に
堪
へ
つ
ゝ
す
ご
し
年
暮
る
ゝ  

岡
田
ま
さ
し

岡
田
ま
さ
し

何
事
も
億
劫
と
な
り
年
の
暮

何
事
も
億
劫
と
な
り
年
の
暮  

岡
山　
　

守

岡
山　
　

守

い
つ
と
な
く
夫
の
手
を
借
り
年
の
暮

い
つ
と
な
く
夫
の
手
を
借
り
年
の
暮  

秋
葉
喜
美
江

秋
葉
喜
美
江

俳句愛好会俳句愛好会【御宿俳壇】【御宿俳壇】
兼題（年の暮）兼題（年の暮）※兼題とは、俳句の題のこと※兼題とは、俳句の題のこと

声
か
ら
す
媼
の
朝
市
年
の
暮

声
か
ら
す
媼
の
朝
市
年
の
暮  

古
川　

範
男

古
川　

範
男

医
者
嫌
ひ
母
の
伝
授
の
玉
子
酒

医
者
嫌
ひ
母
の
伝
授
の
玉
子
酒  

福
薗
千
鶴
子

福
薗
千
鶴
子

老
犬
の
瞳
に
う
つ
る
薄
紅
葉

老
犬
の
瞳
に
う
つ
る
薄
紅
葉  

本
吉
美
絵
子

本
吉
美
絵
子

年
の
果
て
煩
悩
迎
へ
灯
る
寺

年
の
果
て
煩
悩
迎
へ
灯
る
寺  

桜
谷　

敬
蔵

桜
谷　

敬
蔵

浪
音
を
子
守
唄
に
し
冬
ま
く
ら

浪
音
を
子
守
唄
に
し
冬
ま
く
ら  

堺　
　

陸
子

堺　
　

陸
子

朝
起
き
て
空
に
合
掌
冬
日
和

朝
起
き
て
空
に
合
掌
冬
日
和  

永
沼　
　

愛

永
沼　
　

愛

ど
っ
と
来
し
舸
子
ら
抱
け
る
浜
焚
火

ど
っ
と
来
し
舸
子
ら
抱
け
る
浜
焚
火  

石
田
ゆ
き
緒

石
田
ゆ
き
緒

第
1
句
目
、80
歳
を
頂
き
慶
び
の
作
者
の
心
情
。
第
2
句
目
、

深
い
山
林
に
鳴
る
風
の
仕
業
。
第
3
句
目
、
厳
し
い
冬
の

海
と
い
う
重
さ
。（
石
田
）

編 集 記後
　今月号から、表紙で 1つの数字を取り上げていくこと
としました。この数字を通し、いろいろな角度から御宿町
の情報を皆さまにお伝えすることで、より関心を持ってい
ただけるような広報の作成に取り組んでいきます。
　今月号の数字は、今年、御宿町で成人式を迎えた方の
数です。成人式では、新成人たちが、自分たちで司会進
行を行ったり、オリジナルTシャツを作成し記念品とす
るなど、若々しい行動力、感性、そして豊かな発想力を
感じました。新成人の皆さんおめでとうございます。成
人者としてこれからも頑張ってください。（椎名）

人の動き
8,132人（－5）男 3,861人  女  4,271人
世帯数 3,424  （平成19年12月31日）

御宿分署の出動状況
火災件数 1　救急件数 29
平成19年12月中

交通事故発生状況
発生件数 30　死者数 0　負傷者数 40
（平成19年1月1日～12月31日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 188（2,236）
平成19年12月中（　）内は１月からの累計

ダムの貯水状況
貯水率 78.2%　有効貯水量 453,000㎥　
 （平成19年12月20日現在）

慶弔（12月届）
出生 2　死亡 17

http://www.akiba-denki.net/ 東京電力 電化推進パートナー

National/Panasonic

御宿町新町312

でんきのホームドクター

デジタルテレビ
&

オール電化

TEL.68ー2 1 5 7

- -
いすみ市日在648-1（国道128号沿い）

定休日/月曜日
営業時間/10:00～19:00

ご夫婦またはカップルでご来店された方に「広報御宿
を見た」とおっしゃて頂くと、新規・機種変更のお品代
よりお一人につき2,000円お値引致します！
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春の観光イベント

　昨年まで行っていた「お魚ウィークス」が、イベント内容を一部変更し、
「春一番　おんじゅく海の花祭り」として生まれ変わりました。好評のカ
ジキマグロの吊るし切りやお魚のつかみ取り、するもん汁の無料配布はも
ちろん、新たにスプレーストックやシシ汁の無料限定配布を実施します。

２月２４日（日）２月２４日（日）
（荒天時 ３月２日に延期）（荒天時 ３月２日に延期）

●開催時間　９：３０～１６：００●開催時間　９：３０～１６：００
●開催場所　月の沙漠記念館前広場●開催場所　月の沙漠記念館前広場

開　催　内　容
①カジキマグロの吊るし切り
②カジキマグロのお刺身限定販売

（1皿100円）
③お魚のつかみ取り
④するもん汁の限定配布
⑤スプレーストックの限定配布

（青空市で品物を購入した方）
⑥シシ汁の限定配布
⑦青空市の開催

２月1日（金）～3月31日（月）

春のおんじゅく
伊勢えび祭り

　昨年に引き続き、地域特産の「伊勢えび」と旬の「寒ひらめ」　昨年に引き続き、地域特産の「伊勢えび」と旬の「寒ひらめ」
を活用した『春のおんじゅく伊勢えびまつり』を開催します。を活用した『春のおんじゅく伊勢えびまつり』を開催します。
開催期間中は、町内協賛の飲食店や宿泊施設でオリジナルの開催期間中は、町内協賛の飲食店や宿泊施設でオリジナルの
料理が味わえます。料理が味わえます。

《スプレーストック》
　冬から春にかけて花が咲き、良い芳香と鮮明な色彩が人気です。菜の花に似た、
赤・紫・白・ピンクの花を房のようにつけます。夷隅地域では、温暖な気候から、
この花の生産が盛んで、品質も良く、評価も上々です。


